
 

 

関税暫定措置法の一部を改正する法律案要綱  

 

 

 経 済 上 の 連 携 に 関 す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定

（以下「協定」という。）の適確な実施を確保するため、次によ

り、所要の改正を行うこととする。  

 

１．牛肉に係る特別セーフガード措置の導入  

  豪 州 産 牛 肉 の 輸 入 数 量 が 一 定 の 数 量 を 超 え た 場 合 に 適 用 さ

れ る 税 率 を 協 定 に よ り 引 き 下 げ ら れ た 税 率 か ら 現 行 の 税 率 に

戻す特別セーフガード措置に係る規定を設けるとともに、既存

の 牛 肉 に 係 る 関 税 の 緊 急 措 置 に つ い て 所 要 の 規 定 を 整 備 す る

こととする。（関税暫定措置法第７条の５及び第７条の８関係） 

 

２ ． 飼料用麦に係る譲許の便益の適用  
  飼 料 の 原 料 と し て 使 用 す る も の で あ る こ と を 要 件 と し て 関

税の撤廃をする豪州産麦について、税関の監督の下で当該用途

に 使 用 さ れ る こ と を 確 保 す る た め の 制 度 に 係 る 規 定 を 設 け る

とともに、既存の麦に係る特別緊急関税について所要の規定を

整備することとする。（関税暫定措置法第７条の３、第９条の

２、第 12 条、第 15 条及び第 16 条関係）  

 
３．締約国原産品であることの確認  

  輸 入 申 告 が さ れ た 貨 物 が 経 済 連 携 協 定 に 基 づ く 協 定 締 約 国

の 原 産 品 で あ る こ と を 確 認 す る た め の 手 続 等 に 係 る 規 定 を 整

備することとする。（関税暫定措置法第 12 条の２関係）  

 

４．その他  

  その他所要の規定の整備を行うこととする。  

 
５．施行期日  
  この法律は、協定の効力発生の日から施行することとする。 


